
▲ 3月 25 日、阪神甲子園球場で行われた石岡一高対盛岡大附属の試合。大声援を送る石岡一高の応援団
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　　　　74,939 人（ー 112）
男　　　37,243 人（ー 33）
女　　　37,696 人（ー 79）
世帯数　30,876 世帯（＋ 77）
（　）内は前月との比較

人の動き【4/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳
出生 28　  　 転入   394
死亡76　　    転出   458

甲子園球場の応援席が、
 2,000 人の大応援団で埋め尽くされた日―



　

３
月
25
日
、
阪
神
甲
子
園
球
場

（
兵
庫
県
西
宮
市
）
で
、
第
91
回
選

抜
高
等
学
校
野
球
大
会
、
石
岡
第
一

高
等
学
校
と
盛
岡
大
学
附
属
高
等
学

校
（
岩
手
県
）
の
試
合
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
球
場
ア
ル
プ
ス
席
に
は
、
石
岡
一

高
の
生
徒
と
教
員
を
始
め
、
Ｏ
Ｂ
、

地
域
住
民
な
ど
２
０
０
０
人
以
上
が

駆
け
付
け
、
大
応
援
団
を
結
成
。
夢

の
大
舞
台
に
挑
む
球
児
た
ち
に
大
声

援
を
送
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
打
線
に

定
評
の
あ
る
実
力
校
、
盛
岡
大
附
属

を
相
手
に
３
回
表
で
キ
ャ
プ
テ
ン
の

酒
井
淳
志
選
手
（
３
年
）
の
内
野
安

打
の
間
に
１
点
を
先
制
。
９
回
表
に

は
武
田
翼
選
手（
３
年
）の
セ
ン
タ
ー

前
ヒ
ッ
ト
で
追
加
点
を
あ
げ
、
２
点

リ
ー
ド
。
し
か
し
９
回
裏
２
死
の
と

こ
ろ
で
追
い
つ
か
れ
延
長
戦
へ
。
岩

本
大
地
投
手
（
３
年
）
は
計
11
個
の

三
振
を
奪
う
好
投
を
見
せ
ま
し
た

が
、
３
対
２
で
惜
敗
し
ま
し
た
。　

　
翌
26
日
、
午
後
４
時
24
分
着
の
特

急
と
き
わ
で
石
岡
駅
に
帰
っ
て
き
た

球
児
た
ち
を
称
え
よ
う
と
、
多
く
の

市
民
が
集
ま
り
「
よ
く
頑
張
っ
た
。

感
動
し
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ

た
言
葉
が
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
甲
子
園
か
ら
戻
っ
た
翌
日
、
石
岡

一
高
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
は
、早
速
、

練
習
に
励
む
生
徒
た
ち
の
元
気
な
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

甲子園球場の応援席が、石岡一高野球部
　2,000 人の大応援団で埋め尽くされた日―

特集　石岡一高甲子園初出場　写真レポート



  

心
ひ
と
つ
に
、

　
　
　
み
ん
な
で
応
援
で
き
た
幸
せ
。
感
動
を
あ
り
が
と
う
―

平成最後に、高校球児が見せてくれた勇姿。
　そして新しい時代。令和元年の幕開けへ

（写真キャプション）
1 パブリックビューイング会場となった、
石岡市役所 2 階会議室には、約 200 人の市民
の皆さんが訪れ大声援を送りました。会場で
観戦した殿塚麗

れ い

さんは「甲子園という大舞台
に立ったこと自体が本当に素晴らしいこと。
全力を尽くして戦う子たちの姿が本当に誇ら
しかった」と目を細め語ってくれました。

2 会場では応援を盛り上げるため「がんば
れ ‼ 石岡一高野球部」と書かれたスティッ
クバルーンや応援旗を配布しました。
赤ちゃん連れのお母さん、石岡一高に入学予
定の中学生、石岡一高 OB など、会場に集まっ
た幅広い年齢層が、心をひとつに、熱い声援
を送りました。

（写真キャプション）  
3 ３月 18 日、石岡駅ステーションパークで行われた
出発式には、平日にも関わらず 200 人以上の人が集ま
りました。選手たちは午前 11 時 15 分発の特急ときわ
に乗車し、甲子園に出発しました。
-------------------------------------------------------------
4 出発式では、メッセージカードや千羽鶴などが監
督と選手たちに手渡されました。
-------------------------------------------------------------
5 ３月 26 日午後４時 24 分着の特急ときわで帰って
きた高校生たちを出迎えようと、石岡駅には多くの人
が集まり、花束が監督と選手たちに贈られました。

　　　　　　　３　　　広報いしおか５月１日号　№３２６
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明
治
の
私
塾
、
長
峰
塾      

問
文
化
振
興
課
（
支
所
）
℡
４
３・１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
４
）

令
和
元
年
の
幕
開
け
に
知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
　
　
明
治
時
代
の
「
石
岡
の
教
育
」

　
新
元
号
「
令
和
」
元
年
を
迎
え

ま
し
た
。
昭
和
、
平
成
と
経
て
、

令
和
は
ど
ん
な
時
代
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　
２
０
２
０
年
度
に
は
小
学
校
で

２
０
２
１
年
度
に
は
中
学
校
で
新

学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
さ
れ

ま
す
。新
し
い
時
代
を
つ
く
る
の
は

今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
。ふ
る
さ

と
歴
史
館
で
は
、
新
た
な
時
代
の

幕
開
け
に
あ
た
り
、
教
育
で
明
治

と
い
う
新
時
代
を
作
ろ
う
と
し
た

石
岡
の
教
育
者・
鈴
木
銀
四
郎
に

関
す
る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
温
故
知
新
。
地
域
の
歴
史
を
知

る
こ
と
は
、
よ
り
良
い
未
来
を
考

え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

明
治
の
教
育
改
革
と
私
塾 

　
「
人
々
自み

ず
か
ら
其そ

の
身
を
立
て
其

の
産さ

ん

を
治
め
其
の
業ぎ

ょ
うを

昌さ
か
んに

し
以も

っ

て
其
の
生せ

い

を
遂と

げ

る
」

　

こ
れ
は
明
治
５
年
の
学
制
序

文
の
冒
頭
に
書
か
れ
た
言
葉
で

す
。
簡
単
に
訳
せ
ば
、
教
育
を
受

け
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
、
悔
い
の
な
い
人
生
を
送
り

ま
し
ょ
う
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

　
明
治
の
教
育
改
革
を
受
け
、
石

岡
で
も
公
立
小
学
校
が
各
地
に
設

置
さ
れ
、
近
代
教
育
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
金
銭
面
で
余
裕
が
な

い
、
遠
く
て
通
え
な
い
な
ど
の
理

由
で
小
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も

た
ち
も
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど

も
た
ち
が
通
っ
た
の
が
、
江
戸
時

代
後
期
頃
か
ら
各
地
に
設
置
さ
れ

た
私
塾
で
す
。

　
私
塾
と
は
、
か
つ
て
藩
校
な
ど

で
学
ん
だ
旧
藩
士
や
庄
屋
・
名
主

層
、
あ
る
い
は
天
狗
党
の
乱
に
参

加
し
た
志
士
な
ど
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
、
読
み
書
き
だ
け
で
な
く
、

農
業
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　
地
域
に
根
差
し
た
内
容
を
取
り

扱
い
、
子
ど
も
や
家
庭
に
合
わ
せ

た
教
育
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
ま
す
。

長
峰
塾

　  

―
教
育
で
作
る
新
時
代

　
石
岡
市
内
に
は
、
水
戸
藩
士
や

国
学
者
に
よ
る
私
塾
の
ほ
か
、
井

関
の
楢な

ら
や
ま山

塾
と
い
っ
た
私
塾
が
開

か
れ
、
こ
れ
ら
の
塾
か
ら
は
近
代

石
岡
の
発
展
を
支
え
る
人
物
が
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
そ
れ
ら
の
私
塾
の
一

つ
、
井
関
地
区
の
「
長な

が
み
ね峰
塾
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　

指
導
者
は
、
井
関
村
の
庄
屋

だ
っ
た
鈴
木
銀
四
郎
。「
徳
川
時

代
並な

ら
びニ

明
治
初
年
ノ
私
塾
ニ
関
ス

ル
調
査
」（
石
岡
市
史
中
巻
Ⅱ
収

録
）
の
資
料
に
よ
る
と
、
長
峰
塾

で
は
、
水
戸
学
者
・
会
沢
正せ

い
し
さ
い

志
斎

な
ど
の
影
響
を
強
く
受
け
た
水

戸
学
を
基
礎
に
据
え
て
授
業
を

行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
読
み

書
き
な
ど
の
基
礎
教
養
に
加
え
、

四し
し
ょ
ご
き
ょ
う

書
五
経
や
歴
史
書
を
用
い
た
講

義
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
は
誰
も
が
受
け
る
も
の
と

い
う
思
想
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、

授
業
料
は
徴
収
せ
ず
、
経
済
的
に

井関地区の庄屋、鈴木銀四郎が起こした私塾「長峰塾（安政５年～明治末期）」。長峰塾とは通称で、幕末から明治初期を
「惜

せ き い ん し ゃ

陰舎」、一時の中断を挟み明治 20 年以降を「水
す い せ い ざ ん そ う

西山荘」または「水西学舎」と言います。惜陰舎は時間を大切にする
という意味で、水西山荘は尊敬する人物、西山公・徳川光圀から付けられた名前です。 

広報いしおか５月１日号　№３２６　　　４　　　　　　　



特集 : 時の記憶 シリーズ 158（拡大版）「明治の私塾、長峰塾」

「長峰塾」指導者・鈴木銀
ぎ ん し ろ う

四郎の生い立ち
　幼名を六郎といい、天保９年に水戸藩領の井関村で生まれました。家訓に
従い 5 歳から学問を始め、11 歳で田伏村（現かすみがうら市田伏）の齋藤
晩
ば ん せ い

晴の塾に入ります。
　齋藤晩晴は立原杏

き ょ う し ょ

所などに学び、藤田東
と う こ

湖や佐久良東
あずまお

雄などと親交を持っ
た人物です。鈴木銀四郎はこの塾で学問に打ち込み、小川・延方などの郷校
で講義を担当したり、小石川弘道館での文武修行を許されるほどでした。井
関村に帰ってからも、庄屋として、郷校時代に結んだ水戸藩の志士と交流を
保ち、充実した知識を地域へと供給しました。

余
裕
の
な
い
家
庭
で
あ
っ
て
も
教

育
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
何
歳
で
入
塾
す
る
か
、
何
年

学
ぶ
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
幅
広
い

学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
20
年
の
入
塾
者
は
33
名
。

同
年
の
井
関
尋
常
小
学
校
の
生
徒

数
は
72
名
で
、
多
く
の
子
ど
も
を

引
き
受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
塾
の
入
門
者
を
記
録
し
た

名
簿
に
よ
れ
ば
、
お
よ
そ
半
数
は

地
元
、
半
数
は
村
外
か
ら
の
学
生

で
、
小
桜
や
林
な
ど
八
郷
地
区
か

ら
も
学
び
に
来
て
い
ま
し
た
。
長

峰
塾
は
延
べ
37
年
間
、
明
治
末
ま

で
続
き
ま
し
た
。

人
と
し
て
一
日
も

　  

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の 

　
銀
四
郎
の
功
績
は
、
私
塾
で
多

く
の
子
弟
を
育
て
た
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
石
川
・
成
井
・
宍
倉

の
井
関
周
辺
の
村
々
と
協
議
を
進

め
、
明
治
９
年
に
公
立
小
学
校
を

設
置
し
ま
す
。
自
ら
は
学
校
事
務

係
と
し
て
運
営
を
支
え
ま
し
た
。

　
ま
た
「
公
立
学
校
二
校
ヲ
設
置

ス
ル
経
意
」（
石
岡
市
史
中
巻
Ⅱ

収
録
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
15
年
に

一
校
で
は
不
足
で
あ
る
と
し
、
学

校
の
追
加
設
置
を
求
め
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
「
夫そ

れ
人
と
し
て

一
日
も
欠か

く
可べ

か
ら
ざ
る
者
は
教

育
の
道み

ち
な
り也
」
と
あ
り
ま
す
。
銀
四

郎
は
「
新
た
な
時
代
を
作
る
上
で

最
も
重
要
な
こ
と
は
教
育
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
見
抜
い
て
い

た
の
で
す
。
公
立
学
校
設
置
に
あ

た
り
、
無
償
教
育
を
実
施
し
、
教

科
書
・
道
具
類
の
貸
出
な
ど
を
提

案
、
近
代
教
育
の
理
想
を
実
現
す

る
た
め
尽
力
し
ま
し
た
。

　ふるさと歴史館は、縄
文時代から近世までの石
岡の歴史を学べる施設。
　年に 4 回、文化振興課
の職員がテーマを決めて
企画展を実施しています。
今回は、地域と密接に結
びつく明治初期の石岡の
教育に関する展示です。
期間
5 月 8 日水～ 8 月 4 日日

（午前 10 時～午後 4 時）
場所　ふるさと歴史館
　　　（市民会館隣り )
住所　総社 1 － 2 － 10
休館日　月曜日

（祝日の場合は翌日）
入館料　無料
問ふるさと歴史館
　℡ 23-2398

長峰塾
―教育で作る新時代―

ふるさと歴史館 企画展

（写真左）銀四郎が井関村の小学校開設のため村の人たちから資金を募った記
録です（写真右）長峰塾をのぞむ林の中に建てられた石碑。卒業生によって建
てられました

　5 人以上集まれば、石
岡市の学芸員による歴史
講座を受講できます。
　詳しくは本号 10 ペー
ジをご確認ください。
問生涯学習課（支所）
℡ 43‒1111（内線 1364）

まちづくり出前講座
学芸員の解説が聞ける

　　　　　　　５　　　広報いしおか５月１日号　№３２６



ま ち の 話 題

広報いしおか５月１日号　№３２６　　　６　　　　　　　

　石岡市の新規就農研修制度「朝日里山ファーム」
の第 1 期の研修生、小林一

はじめ

さん・木
ゆ う

綿さんが研修を
修了し、小見で農業をスタートさせます。一さんは、
もともと大阪府で建設コンサルタントとして働いて
いましたが、2 年前、家族で石岡市に移住。開墾し
たばかりの農地で、研修をスタートしました。

「たくさんの人に助けられ、ここまで来ました。独
立したら、これまで以上に大変なことがあると思っ
ています。しかしその苦労を喜びに変え、新しく農
業に関わる人たちを指導していけるような生産者に
なっていきたい」と力強く話しました。

子どもたちの通学を見守る
黄色い帽子・防犯ブザー・ランドセルカバー

３
　26

朝日里山ファームとは
　体験型観光施設・朝日里山学校内にある新規就農
者研修と農産物加工の 2 つの機能を持った農場。
　毎年１組の夫婦を研修生として受け入れ、有機農
業の研修を２年間行っています。朝日里山学校を運
営している NPO 法人アグリやさとが研修生の指導
を行います。これは JA やさとの有機農業の担い手
育成制度「ゆめファーム」を参考に作られました。
平成 29 年度からスタートし、現在は 2・3 期生が研
修を行っています。
　農産物加工施設では、地元で栽培されてきた「エ
ゴマ」を搾油し食用油や加工品開発などに取り組ん
でいます。

　今年、市内 19 の小学校に入学した児童は
全部で 513 人になります。
　交通事故から子どもたちを守ろうと、毎年
市内の企業や団体から入学祝い品として以下
のものを贈っていただいています。これらは
小学校を通して新入学児童に配られます。

〔寄贈者・敬称略、写真左上から時計まわり〕
黄色帽子（３月 26 日）
・新ひたち野農業協同組合（久保田惠一組合長）
・やさと農業協同組合（浅野建二組合長）
ランドセルカバー（３月 26 日）
・石岡地区交通安全協会（吉川勇会長）
防犯ブザー（４月４日）
・㈱常陽銀行（沢畑公明石岡支店長）

「朝日里山ファーム」第 1 期生の修了式
この春から、小林さん夫妻の挑戦が始まる

 3　
　26

（写真左から）2 期生の尾花孝治さん・優子さん夫妻、1 期生の小
林一さん・木綿さん夫妻、3 期生の青木篤志さん・慶子さん夫妻

▲朝日里山学校の隣にある、小林さんが研修した畑は次
の研修生に引き継がれます



筑波流の技術を今に伝える
88 歳の茅

か や ぶ

葺き職人、廣山美佐雄さん
１
　17

常陸國總社宮を舞台にした「間
は ざ ま

の祭り」
　　　18 組のアーティストが作品を展示

  平成 26 年の「無
む か う

何有の祭り」から始まり、「数多の祭り」、
「風土の祭り」と回を重ね、４回目となる間の祭り（３月 11
日〜４月 13 日）が行われました。企画しているのは、石岡
市出身の彫刻家、浅野暢

の ぶ は る

晴さん。平成が終わり新たな時代を
迎える「時代の間」をアーティストがそれぞれの解釈で表現
した作品が境内に展示されました。
　3 月 23 日には、国際芸術祭・中之条ビエンナーレ（主催 
中之条町ほか）の総合ディレクターを務める山重徹夫さんと
常陸國總社宮禰宜の石崎貴比古さん、企画者の浅野さんによ
るトークイベントが行われました。
　ビエンナーレがきっかけで中之条町に移住した山重さん
は「中之条に美術館はないけれど、まちを訪れるアーティス
トとの交流で子どもたちは最先端の美術教育を受けられてい
る」と話し、アートと地域の関係についての示唆に富んだお
話しを聞きに、作家など 30 人以上が訪れました。

３
　23

　　　　　　　７　　　広報いしおか５月１日号　№３２６

◀廣山さんから技術を
学ぶのは、常陸風土記
の丘の職員の渡邊大さ
ん（写真左）と江戸達
郎さん（写真右）。
----------------------------
1 月 17 日は佐久で観光
ぶどう園を営む大場克
巳さん宅（国登録有形
文化財）の葺替え作業。
家主の大場さん（82 歳）
は「茅葺き屋根は農村
の原風景。維持するの
は簡単なことではない
が、これからも守って
いきたい」と話します。

（写真左から）石崎貴比古さん、山重徹夫さん、
浅野暢晴さん（トークイベント終了後にて）

　茨城県は関東の茅葺き王国といわれる場所
ですが、石岡市はその中でも、特に茅葺き民
家が多く残っている地域です。
　この地区の茅葺き民家は、筑波流と呼ばれ、

「キリトビ」と呼ばれる屋根の部分や「トオ
シモノ」と呼ばれる稲わら古茅などが何層も
重なった軒下など、凝った装飾が特徴。
　伝統の筑波流の技術を現代に伝えるのは、
廣山美佐雄さん（小美玉市在住）。24 歳から
茅
か や で

手と呼ばれる茅葺き職人の道に入り、平成
24 年度に「卓越した技能者表彰（厚生労働
省主催）」、平成 27 年度に模範となる技術者
に贈られる黄綬褒章を受章されました。
　「おれたちの時代は、手取り足取り仕事を
教えてもらうなんて時代じゃなかったから
よ。全部、自分で見て覚えなきゃなんねえ。
昭和 30 年半ばには茅葺きの家も減って仕事
は大変だったけど、目の前の仕事、手を抜か
ないで一生懸命やるだけよ。63 年やってい
るけど慣れるってことはないな。仕事するっ
てのは死ぬまで修行だよ」と話す廣山さんは、
今年で 88 歳。自分の培った技術を、石岡に
いる若手の職人に伝えています。



▶専門家による子育てに関する講話、季節の飾
　りづくり、ピザ焼き体験など楽しいイベント
　を用意しています。

　日時・場所
　　①６月 13 日木　  石岡保健センター 
　　②７月４日木　　八郷保健センター 
　　③ 10 月９日水　  朝日里山学校 
　　④ 11 月６日水　  石岡保健センター 
　　⑤ 12 月５日木　  八郷保健センター 
　　⑥２月５日水　    八郷保健センター 
　　※時間は全回午前 10 時 30 分から（受け
　　付けは午前 10 時から）
　参加費　
　　親子で各回 300 円（10 月９日のみ 500 円 ）
　　※子どもの飲み物は各自持参。

対象　市内在住の乳幼児とその親 
定員　30 組程度 （先着順）
申込方法　６月７日金までに生涯学習課に電話　
　で申し込み。 受付時間は平日午前８時 30 分
　～午後５時 15 分。 申込期限を過ぎても定員
　に満たない場合は随時受け付けます。

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

子ども連れで、ほっとできる場所あります
「ほっとスペース」参加者募集 

子育て支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　問2生涯学習課 ( 内線 1365) 

　平成 28 年に内閣府が行った調査による
と、6 歳未満の子を持つ夫の家事・育児
関連時間は 1 日当たり 83 分。平成 23 年
の調査に比べると 16 分増えているもの
の、先進国の中で最低の水準にとどまっ
ています。30・40 代の男性の約 15.0％は、
週 60 時間以上就業していて、ほかの年齢
層に比べると労働時間も長いのが実態で
す。
　石岡市では、仕事で忙しい男性が、家事・
育児に関わるきっかけづくりとして、父子
料理教室を開催しています。昨年度は、3
月 23 日に、市内の飲食店「トラットリア　
レプロット」オーナーの大関将司さんにピ
ザづくりを教わりました。生地を粉から

こね、トマトソースも自分たちで手作り。
お店の本格石釜で焼いたアツアツピザは

「とってもおいしい！」と大好評でした。 

 

男女共同参画推進事業「お父さんと一緒にピザづくり」　　　問政策企画課℡ 23‒7277

「どのくらい、子どもと一緒の時間を過ごせていますか？」

▲初めて子どもと料理をしたと話す中嶋直人さんは
「一生懸命、仕事をすることが家族を守ることだと思っ
ていましたが、家族がいるからこそ仕事も頑張れる。
これからは子どもとの時間もできるだけ取れるように
していきたいですね」と話してくれました。

防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料） 広報いしおか５月１日号　№３２６　　　８　　　　　　　
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2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

子育て
イベント

情報
発信中

 　市では、大規模災害に備え事業者・
団体・自治体と災害時応援協定を結んで
います。３月 20 日に協定を結び、締結
した協定数は 44 となりました。
 
帰宅困難者等への一時避難所の提供 
　市と株式会社友水（HOTEL SOSHA）・
有限会社養真堂（石岡プラザホテル）は、
ＪＲ常磐線が運休となった場合に、帰宅
困難者等へ一時的に避難場所を提供する
という協定を結びました。 

代替施設で警察活動を維持 
　市と茨城県石岡警察署は、石岡警察署
が被災し利用不可となった場合に、市本
庁舎の一部を活用し警察活動を維持する
協定を結びました。
問1防災対策課  ℡ 23‒7284

市内の 3 事業者と
「災害時応援協定」を結びました

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…　　　　　　　９　　　広報いしおか５月１日号　№３２６

リレーカーニバルは、2019 茨城国体の
デモンストレーション競技です
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 shougai@city.ishioka.lg.jp

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料）

まちづくり
出前講座開講

令和元年

その疑問、出前講座で
市の職員が答えます！

市 HP から
申込書をダ
ウンロード
できます▼
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経
済
・
産
業

㊽
農
業
の
概
要

㊾
林
業
の
概
要

㊿
商
工
業
の
紹
介

�
観
光
資
源
の
紹
介

■
都
市
基
盤

�
国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）

�
都
市
計
画
道
路
の
現
況

�
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
補
助
事
業

�
木
造
住
宅

　
耐
震
改
修
促
進
事
業
と
は
？

■
教
養
・
教
育
・
文
化

�
男
女
共
同
参
画
推
進
社
会
の

　
実
現
に
向
け
て

�
石
岡
の
豊
か
な
歴
史
を
知
る

�
図
書
館
利
用
の
案
内

平成 30 年度は 2,700 人
を超える人が出前講座を
受講。一番人気は認知症
サポーター養成講座でし
た。今年度は新たな講座

「うんち」はどこに行く
のか？ が登場！あなた
はどれが気になる？

new!

ちゃんと飼えるなら、
犬を飼ってもいいっ
て。 で も ち ゃ ん と 飼
うってどういうこと？

石岡の歴史につい
て、もっといろい
ろ知りたいな。

私たちが大人になる頃の
石岡市のお財布事情って
どうなってるんだろう。

広報いしおか５月１日号　№３２６　　１０　　　　　　　

講 座 メ ニ ュ ー



定
員
／
40
人(

定
員
を
超
え
た
場

　
合
は
抽
選)

内
容
／
イ
ス
や
ボ
ー
ル
等
を
使
っ

　
た
、
体
力
の
維
持
・
向
上
を
目

　
的
と
し
た
軽
め
の
体
操

参
加
費
／
無
料

講
師
／
木
村 

幸
子
氏

申
込
方
法
／
５
月
７
日
火
～
13
日

　
月
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し

　
込
み

　
・
問
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
２
２・２
４
１
１

▼
平
成
30
年
度
「
石
岡
フ
ォ
ト
コ

　
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
作
品
28
点
の

　
展
示
で
す
。

期
間
／
４
月
24
日
㊌
～
５
月
23
日
㊍

場
所
／
石
岡
市
役
所
本
庁
舎

　
多
目
的
ホ
ー
ル

問
1
観
光
課

℡
２
２・７
７
４
１

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ　

　
ペ
ー
ジ
に
、
バ
ナ
ー
広
告
枠
を

　
設
け
て
い
ま
す
。

掲
載
の
期
間
／
原
則
１
か
月
単
位　

　
で
、
継
続
掲
載
可
能
。

広
告
の
規
格
／

　
サ
イ
ズ
と
形
式
・
デ
ー
タ
容
量

　
縦
横
50
×
１
２
０
ピ
ク
セ
ル

　
Ｇ
Ｉ
Ｆ
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ

　
10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

広
告
料
／(

掲
載
１
か
月
に
つ　
　

　
き)

１
枠
１
万
円

掲
載
で
き
な
い
も
の
／
政
治
や
宗

　
教
団
体
お
よ
び
そ
の
活
動
に
関

　
わ
る
も
の
や
、
公
共
の
秩
序
や

　
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の

申
込
方
法
／
窓
口
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
し
、
記
入
の
上
、
申
し
込
み

問
1
秘
書
広
聴
課

℡
２
３・７
２
７
５

メールマガジンで
　防災情報を発信中防災情報防災情報を発信中発信中

石
岡

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

イベント

場
所
／
本
庁
舎
１
０
２
会
議
室

入
札
参
加
条
件
／
市
農
業
委
員
会

　
発
行
の
「
買
受
適
格
証
明
書
」

　
が
必
要
で
す
。

問
1
収
納
対
策
課

℡
２
３・７
２
９
６

日
時
／
６
月
５
・
12
・
26
日
、
７

　

月
３
・
10
・
17
・
24
・
31
日
、

　
８
月
７
日
水(

全
９
回
・
午
後

　
２
時
30
分
～
４
時)

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

　
わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

　
心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運

　
動
制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

　
お
か
で
す
」 

♪
下
り
チ
ャ
イ
ム 

※
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

　
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、
国
民
保
護

　
情
報
・
特
別
警
報
・
緊
急
地
震

　
速
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
瞬
時

　
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
1
防
災
対
策
課

℡
２
３・７
２
８
４

公
売
不
動
産
／
石
岡
市
三
村
地
区
内

　
田
２
０
４
０
㎡

見
積
価
格
／
50
万
円
（
公
売
保
証

　
金
５
万
円
）

日
時
／
６
月
13
日
木

　
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始

▼
地
震
や
台
風
、
武
力
攻
撃
な
ど

　
の
非
常
事
態
に
備
え
、
全
国
瞬

　
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

　
ト
）
を
用
い
た
全
国
一
斉
情
報

　
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
15
日
水
午
前
11
時

情
報
伝
達
手
段
／
①
防
災
行
政
無

　
線
②
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
③
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ 

放
送
内
容
／
市
内
に
設
置
し
て
い

　
る
防
災
行
政
無
線
で
は
、
次
の

　
よ
う
に
放
送
し
ま
す
。 

♪
上
り
チ
ャ
イ
ム 

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

　
ス
ト
で
す
」
３
回 

　
「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
い
し

全
国
一
斉
情
報

　
　
　
　
伝
達
訓
練

お知らせ

不
動
産(

土
地)

　
公
売
を
行
い
ま
す

お知らせ

ひ
ま
わ
り
体
操

　

  (

初
心
者
向
け)

募　集

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

 　一生に一度しかない成人式
を、自分たちの手でつくりあげ
てみませんか？
内容：成人式典の企画・運営・
準備など (2020 年１月開催 )
※実行委員会の開催は８月・10
月・成人式前日の３回予定
対象者：平成 11 年４月２日か
ら平成 12 年４月１日までに生
まれた人のうち、市内在住で市
内の中学校を平成 27 年３月に
卒業した人
定員：24 人程度
申込期間：６月 14 日㊎まで
申込方法：電話またはメール
※住所・氏名・生年月日・電話
番号・卒業中学校名をお知らせ
ください。メールの場合は、件
名を「石岡市成人式実行委員募
集」としてください。

問2生涯学習課（内線 1365） 
    shougai@city.ishioka.lg.jp

石岡市成人式
実行委員

申

2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

　　　　　　　１１　　広報いしおか５月１日号　№３２６

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
バ
ナ
ー
広
告

募　集石岡市公式 Twitter
運用中！

＠ k_ishioka
# 石岡市

石岡市のイベント情
報・リアルタイム情報
を 発 信 中。 ぜ ひ フ ォ
ローしてみて
ください。

募
集



情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

▼
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理

　
解
・
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を

　
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
夏
休
み

　
海
外
研
修
交
流
事
業
を
実
施
し

　
ま
す
。

内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
文
化
交

　
流
・
地
域
体
験
な
ど

研
修
先
／
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト

　
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
な
ど

日
程
／
７
月
26
日
金
～
８
月
20
日
火

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

説
明
会
／
全
国
10
都
市
５
月
開
催

　

(

入
場
無
料
・
予
約
不
要)

締
切
／
５
月
24
日
金
・
６
月
７
日
金

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

▼
問
い
合
わ
せ
や
資
料
請
求
は

問(

公
財)

国
際
青
少
年
研
修
協
会

℡
０
３・６
４
１
７・９
７
２
１

▼
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
開
設
66
周
年
・

　
関
東
補
給
処
創
立
21
周
年
を
記

　
念
し
て
行
い
ま
す
。 

日
付
／
６
月
１
日
土 

場
所
／
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯

　
地
（
土
浦
市
右
籾
２
４
１
０
） 

内
容
／
一
般
開
放
・
記
念
式
典
・

装
備
品
展
示
等

※
詳
細
は
逐
次
Ｈ
Ｐ
へ
掲
載 

問
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地

　
広
報
班 

℡
０
２
９・８
４
２・１
２
１
１　

　
（
内
線
２
２
１
８
） 

対
象
／
母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家

　
庭
の
父
・
寡
婦
家
庭
で
全
日
程

　
出
席
で
き
今
後
就
労
を
希
望
す

　
る
人

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修

期
日
／
６
月
９
日
～
10
月
６
日
の

　
期
間
の
日
曜
日(

全
14
回)

時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

募
集
人
数
／
20
名

受
講
料
／
無
料(

テ
キ
ス
ト
代
な

　
ど
別
途
発
生)

申
込
期
限
／
５
月
25
日
土

　

(

消
印
有
効)

②
介
護
事
務
講
座

期
日
／
11
月
10
日
～
令
和
２
年

　
１
月
19
日
の
期
間
の
日
曜
日　

　

(

全
８
回)

時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
４
時

募
集
人
数
／
20
名

受
講
料
／
無
料(

テ
キ
ス
ト
代
な

　
ど
別
途
発
生)

申
込
期
限
／
９
月
30
日
月

　

(

消
印
有
効)

①
・
②
と
も
に

会
場
／
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

　
合
会
ラ
ー
ク
・
ハ
イ
ツ
会
議
室

申
込
方
法
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

　
て
申
し
込
み(

石
岡
市
役
所
こ

　
ど
も
福
祉
課
に
も
設
置)

そ
の
他
／
事
前
登
録
で
託
児
所
の

　
利
用
が
可
能(

２
歳
児
以
上)

。

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
交
通

　
費
の
一
部
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９・２
２
１・８
４
９
７

日
時
／
５
月
18
日
土

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

内
容
／
遺
言
・
相
続
・
農
地
の
有

　
効
活
用
・
各
種
行
政
手
続
き

申
込
期
限
／
５
月
17
日
金

問
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

℡
４
３・０
５
３
６

▼
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

　
政
相
談
委
員
が
、
国
や
県
な
ど

　
行
政
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

　
け
、
制
度
や
運
営
の
改
善
に
生

　
か
し
て
い
き
ま
す
。

〈
石
岡
市
役
所
会
場
〉

日
時
／
６
月
６
日・　
８
月
１
日・

　
12
月
５
日

　
令
和
２
年
１
月
９
日
木

　
午
後
１
時
～
３
時

〈
中
央
公
民
館
会
場
〉

日
時
／
５
月
９
日
・
７
月
４
日
・

　
９
月
５
日
・
11
月
７
日
・
令
和

　
２
年
２
月
６
日
・
３
月
５
日
木

　
午
後
１
時
～
３
時

〈
特
設
会
場
：
ふ
れ
あ
い
の
里
石

　
岡
ひ
ま
わ
り
の
館
〉

日
時
／
10
月
５
日
土

　
午
後
１
時
～
３
時

行
政
相
談
委
員(

敬
称
略)

　
・
矢
口 

輝
行(

谷
向)

　
・
谷
島 

か
お
り(

瓦
谷)

　
・
松
﨑 

守
男(

須
釜)

問
①
総
務
省
茨
城
行
政
監
視
行
政

　
相
談
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
２
９・２
２
１・３
３
４
７

②
1
秘
書
広
聴
課

　
℡
２
３・７
２
７
４

防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料）

小
学
生
～
高
校
生

　
海
外
研
修
交
流
事
業

募 集

母
子
家
庭
等

　
　
自
立
促
進
講
習
会

募 集

行
政
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
無
料
相
談
会

お知らせ

総
務
省
行
政
相
談

無料相談

霞
ヶ
浦
駐
屯
地

　
　
　
記
念
行
事
開
催

イベント

広報いしおか５月１日号　№３２６　　１２　　　　　　　
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防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

平成 31 年度分の軽自動車税 ~ 税額が変わる人がいます ~

グリーン化特例による税額軽減措置
（三輪以上の軽自動車が対象）

　平成 30 年度に初度検査を受けていて、一定の
　環境性能基準を満たした車両は、環境性能基
　準の達成状況に応じて、平成 31 年度分に限り
　税額が軽減されます。（右表）

グリーン化特例による税額の軽減措置 税額の
軽減率

電気軽自動車、燃料電池軽自動車、天然ガス軽
自動車（平成 21 年排ガス基準 10% 低減） 約 75%

乗用
平成 32 年度燃費基準＋ 30% 達成車 約 50%
平成 32 年度燃費基準＋ 10％達成車 約 25%

貨物
平成 27 年度燃費基準＋ 35% 達成車 約 50%
平成 27 年度燃費基準＋ 15% 達成車 約 25%

▶軽自動車税納税通知書を５月７日火に
　発送します。納期限（口座振替の場合
　は振替日）は５月 31 日金です。
　地方税の改正により、平成 28 年度以
　降の軽自動車税額が変更となっていま
　すので、注意してください。

車種区分 約 70％軽減 約 50％軽減 約 25％軽減
三輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪
自家
用

乗用 2,700 円 5,400 円 8,100 円
貨物 1,300 円 2,500 円 3,800 円

四輪
営業
用

乗用 1,800 円 3,500 円 5,200 円
貨物 1,000 円 1,900 円 2,900 円

車種区分
初度検査年月

平成 18 年
３月まで

平成 18 年４月
から

平成 27 年３月
平成 27 年
４月以降

税 率 ①
重課税率 旧税率 ②

標準税率

三 輪 4,600 円 3,100 円 3,900 円

四輪
自家用

乗
用

12,900 円 7,200 円 10,800 円

貨
物

6,000 円 4,000 円 5,000 円

四輪
営業用

乗
用

8,200 円 5,500 円 6,900 円

貨
物

4,500 円 3,000 円 3,800 円

三輪以上の軽自動車税年税額
①初度検査年月が平成 17 年 4 月から平成
　18 年 3 月までの車両 
　平成 31 年度以降は初度検査から 13 年を経過
　したため、重課税率へ変更されます。
　（右表の①） 

②初度検査年月が平成 29 年 4 月から平成
　30 年 3 月までで、グリーン化特例によ
　り税額が軽減されていた車両
　環境性能基準の達成状況に応じて税額が軽減
　されるグリーン化特例は、初年度のみ適用の
　ため、平成 31 年度以降は改正後の標準税率へ
　変更されます。（右表の②） 

　　　　　　　１３　　広報いしおか５月１日号　№３２６

問1 税務課　℡ 23-5584

広 告 掲 載 欄



防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料）

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

▼
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車

　
を
所
有(
割
賦
販
売
契
約
の
場

　
合
は
使
用)
し
て
い
る
人
に
課

　
税
さ
れ
ま
す
。
必
ず
納
期
限
ま

　
で
に
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

　
ス
ス
ト
ア
・
金
融
機
関
・
郵
便

　
局
ま
た
は
県
税
事
務
所
窓
口
で

　
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
で

　
き
る
場
所
は
納
税
通
知
書
裏
面

　
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
専
用
サ
イ

　
ト
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

　
ー
ド
で
納
税
す
る
こ
と
も
可
能

　
で
す
（
所
定
の
手
数
料
が
発
生

　
し
ま
す
。
利
用
期
間
は
納
期
限　
　

　
ま
で
）。

問
土
浦
県
税
事
務
所 

収
税
第
一
課

　
℡
０
２
９・８
２
２・７
２
０
５

　
　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
・
祝
日
除
く
。
電
話
が

　
込
み
合
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

第
21
回
八
郷
T
B
G
選
手
権
大
会

3
月
16
日
・
八
郷
T
B
G
場

男
子
優
勝
／
本
多
謙
助

女
子
優
勝
／
髙
橋
ち
が
子

平
成
30
年
度
石
岡
市
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
会

２
月
10
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

体
育
館

混
合
複
A
優
勝
／

　
　
　
　
安
達
俊
晴
・
竹
内
真
由

混
合
複
B
優
勝
／

　
　
　
　
大
作
正
則
・
小
松
教
紗

第
54
回
石
岡
市
ふ
れ
あ
い
の
里

T
B
G
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

3
月
13
日
・
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

T
B
G
場

男
子
優
勝
／
田
添
政
行

女
子
優
勝
／
梶
山
利
江

▼
石
岡
市
体
育
協
会
は
、「
ス
ポ
ー

　
ツ
で
人
々
を
つ
な
ぎ
、
地
域
づ

　
く
り
に
貢
献
す
る
」「
ス
ポ
ー

　
ツ
で
市
民
の
健
康
増
進
を
図

　
る
」を
目
的
に
活
動
し
て
お
り
、

　
こ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
21
種
目

　
の
競
技
専
門
部
が
加
盟
し
て
い

　
ま
す
。

　
健
康
増
進
や
親
睦
を
図
る
場
と

　
し
て
、
競
技
専
門
部
の
活
動
に

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

競
技
種
目
／
①
弓
道　
②
ソ
フ
ト

　
テ
ニ
ス　
③
軟
式
野
球　
④
ソ

　
フ
ト
ボ
ー
ル　
⑤
卓
球　
⑥
バ

　
レ
ー
ボ
ー
ル　
⑦
硬
式
テ
ニ
ス

　
⑧
陸
上
競
技　
⑨
バ
ド
ミ
ン
ト

　
ン　
⑩
剣
道　
⑪
ス
キ
ー　
⑫

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
⑬
ゲ
ー

　
ト
ボ
ー
ル　
⑭
サ
ッ
カ
ー　
⑮

　
ゴ
ル
フ　
⑯
柔
道　
⑰
ク
レ
ー

　
射
撃　
⑱
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

　
ド
ゴ
ル
フ　
⑲
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　
ル
フ　
⑳
空
手
道　
㉑
ス
ポ
ー

　
ツ
吹
矢

問
石
岡
市
体
育
協
会
事
務
局

　
（
石
岡
市
運
動
公
園
体
育
館
内
）

　
℡
０
２
９・２
６・７
２
１
０

　
※
月
・
祝
日
を
除
く

石
岡
市
体
育
協
会

　
　
　
競
技
専
門
部

募　集 　
体
育
協
会

　
　
　
大
会
結
果

結　果

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　

５
月
31
日
金
で
す

お知らせ

納期限までに
　　 納めよう！

広報いしおか５月１日号　№３２６　　１４　　　　　　　

① えのきは根元を切り落としてほぐす。しめじは石づきを除い
　てほぐす。梅干しは種を除いて包丁でたたく。
② 耐熱皿に①のえのき、しめじを入れて酒をふる。ふんわりと
　ラップをして 600W のレンジで 2 分ほど加熱し、取り出して
　ラップをしたまま３～４分蒸らす。
③粗熱が取れたら、①の梅干しとかつお節を加えて和える。器
　に盛り、万能ねぎをちらす。

栄養成分（１人分　熱量 26kcal、塩分 0.4g）

　＼ヘルスメイトのレシピ紹介／  きのこの梅和え
材料（４人分）
　えのき　　１袋
　しめじ　　１パック
　梅干し　　２個
　酒　　　　大さじ１
　かつお節　小１パック
　万能ねぎ　１本

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

健康ガイド

総合健診　
健診日 ６月 27 日木、28 日金、29 日土

当日受付時間 午前 7 時～午前 10 時 30 分
会　場 八郷保健センター
定　員 各日 260 人

詳　細

健診項目 対象 個人負担金※１
健康診査 18 ～ 39 歳 　　　1,000 円

特定健康診査（国保） 40 ～ 69 歳 　　　1,000 円
70 ～ 74 歳 無料

後期高齢者健康診査 75 歳以上 　　　　　無料
肺がん検診 40 歳以上 　　　  300 円
胃がん検診 40 歳以上 　　　1,500 円

胃がんリスク検診 40 歳以上で過去に
受診歴がない人 　　　　700 円

大腸がん検診 40 歳以上 　　　　500 円
前立腺がん検診 50 歳以上の男性 　　　　600 円

肝炎ウイルス検査 40 歳以上で過去に
受診歴がない人 　　　1,000 円

■申込期間
5 月 22 日水から　
午前 8 時 30 分～
　　　　午後 5 時 15 分

■申込方法
八郷保健センター窓口・
電話・FAX・電子申請シ
ステムで申し込み

※電子申請
　システム
　はこちら→

地区健診　（ ◆は事前申し込み制 ） 成人歯科検診・口腔がん検診

検診日 6 月 27 日木、28 日金、7 月 1 日月

当日受付 午前 9 時～午前 11 時
対　象 18 歳以上
費　用 無料
会　場 石岡保健センター
定　員 各日ともに 70 人

内　容
歯科医師による歯科診察・視触診
歯科衛生士による各種指導（歯磨
き、入れ歯の手入れ、舌の清掃、お
口の体操、だ液線マッサージなど）

申込期間 5 月 21 日火～
申込方法 石岡保健センター窓口・電話・FAX

健診日
会場

5 月 16 日木
午前：関川地区ふれあいセンター
午後：三村地区ふれあいセンター

5 月 17 日金
午前：割烹旅館いづみ荘
午後：グリーンパレス石岡

当日受付 午前 9 時 30 分～午前 11 時
午後１時 30 分～午後３時

詳細

健診項目 対象 個人負担金※ 1
◆健康診査 18 ～ 39 歳 1,000 円

特定健康診査（国保）40 ～ 69 歳 1,000 円
70 ～ 74 歳 無料

後期高齢者健康診査 75 歳以上 無料
肺がん検診 40 歳以上 300 円
◆大腸がん検診 40 歳以上 500 円
前立腺がん検診 50 歳以上男性 600 円

◆肝炎ウイルス検査 40 歳以上で過去
に受診歴がない人 1,000 円

こころといのちの電話相談　こころの悩み事などに専門の相談員が電話で相談に応じます。
毎月第 2 火曜日　午前 9 時～ 12 時・午後 1 時～ 4 時　☎ 0299-43-6655（八郷保健センター内）

　　　　　　　１５　　広報いしおか５月１日号　№３２６

※１ 「生活保護受給者」は無料。「世帯全員が
　　非課税の世帯員」は一部無料（いずれも受
　　診日前日までに窓口で要申請）。

問 石岡保健センター　℡ 24-1386　℻ 24-4638 　 八郷保健センター　℡ 43-6655　℻ 44-1492

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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広報いしおか５月１日号　№３２６　　１６　　　　　　　

歴史の里いしおか市民講師が
　あなたの学びを応援します！
　市民同士で楽しく学びあい、学んだことが地域に還元
されることを目指した制度です。この制度を使って、身
近な人から習ってみませんか？
問生涯学習課（支所）℡ 43‒1111（内線1364）

伝統芸能 外国語 健康法

▲市民講師の紹介

▲市民講師の登録



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

シリーズ 49
「グローバル化社会への対応について」

団体／フレンドシップいしおか
外国人との交流を通じて互いの国の文化を知
り、国際交流を深め、より良い地域社会を作る
ことを目指して活動しています。

とき／ 1 月 27 日　参加者／ 10 名
参加者から出た意見
外国人へのサポーター養成講座等があれば、ボ
ランティア活動をやりたい人の受け皿になると
思う。そのためにも、市ホームページや市報等
で積極的に情報発信をするなど行政の支援をお
願いしたい。

＼市長と話そう！／　タウンミーティング

シリーズ 50
「保護司の活動拠点『サポートセンター』
の開設について」
団体／石岡地区保護司会
法務大臣から委嘱されたボランティアで、犯罪
をした者や非行のある青少年の社会復帰を助け
るため、犯罪予防の啓発活動を行っています。

とき／ 2 月 12 日　参加者／ 17 名
参加者から出た意見
平成30年10月１日に、石岡地区更生保護サポー
トセンターを東石岡地内の貸事務所に開所する
ことが出来たが、今後は早い時期に県内の他の
地区と同様に公共施設の空きスペースを確保で
きるように要望する。

　タウンミーティングとは、市長自らが地域や
団体の皆さんのもとに出向き、より良いまちづ
くりのためにお話を伺う制度です。

※自治会やボランティアグループなど 10 人以
上であれば、随時申し込みを受け付けています。
問秘書広聴課　℡ 23-7274

市内の外国人の方々向けに、ボランティアに
よって編集・翻訳した多言語対応の防災ハンド
ブックが完成しました。
イラストを豊富に用いるなど、災害弱者になり
がちな外国人の立場に寄り添う内容です。

ハンドブックを見るには
①公共施設で見る
市役所本庁舎（市民課・防災対策課・政策企画課）、
八郷総合支所、市民会館、中央図書館、中央公民館、
府中・東・城南・国府地区公民館
②市内飲食店で見る
異風園（貝地・中国語）、秘苑（鹿の子・韓国語）、
浪漫（貝地・タイ語）、クシーナ（東光台・英語）

簡単な日本語・英語・中国語・韓国語・タイ語・ポルトガル語の 6 言語対応

多言語版防災ハンドブックができました

③インターネットで見る
市ホームページ上で多言語版
防災ハンドブックが閲覧できます
問政策企画課　℡ 23-7277

▲英語版 ▲タイ語版

　　　　　　　１７　　広報いしおか５月１日号　№３２６



防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料）

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
開
催
！

▼
読
ん
で
面
白
い
と
思
っ
た
本
を

持
ち
寄
り
、
紹
介
し
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
投
票
で

１
番
面
白
か
っ
た
本
を
決
め
ま

す
。
当
日
は
紹
介
し
た
い
本
を

必
ず
１
冊
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
／
６
月
16
日
日

時
間
／
午
後
２
時
～
午
後
４
時

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
会
議
室

対
象
／
市
民
及
び
広
域
利
用
者

定
員
／
20
人
（
先
着
）

参
加
費
／
無
料

講
師
／
藤
原
龍
一
郎
氏
（
石
岡
市

　
図
書
館
文
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込
方
法
／
５
月
９
日
木
よ
り
図

　
書
館
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

※
参
加
者
２
人
以
上
で
実
施
。

大
人
の
た
め
のお

は
な
し
会

▼
今
回
で
11
回
目
と
な
る
人
気
の

朗
読
会
。
民
話
・
小
説
・
エ
ッ

セ
イ
な
ど
心
に
響
く
ち
ょ
っ
と

い
い
話
を
集
め
ま
し
た
。

日
に
ち
／
５
月
25
日
土

時
間
／
午
後
１
時
～
３
時

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
図
書
室

参
加
費
／
無
料（
事
前
申
込
不
要
）

ゲ
ス
ト
／
藤
田
加
奈
子
氏
（
元
茨

　
城
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

図
書
館
新
着
Ｃ
Ｄ
・

　
　
　
　
　
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ

▼
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
連

　
休
中
は
、
お
う
ち
で
ゆ
っ
く
り

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
を
鑑
賞
す
る
の

　
も
お
す
す
め
で
す
。

新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　
昭
和
・
平
成
の
名
作
映
画

　
「
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」

　
「
火
宅
の
人
」

　
「
キ
ネ
マ
の
天
地
」

　
「
あ
ゝ
野
麦
峠
」

　
「
楢
山
節
考
」

　
「
そ
れ
か
ら
」

　
「
Ｗ
の
悲
劇
」

　
「
遥
か
な
る
山
の
呼
び
声
」

　
「
八
甲
田
山
」

新
着
Ｃ
Ｄ

　
話
題
の
映
画
サ
ン
ト
ラ

　
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」

　
「
ア
リ
ー　
ス
タ
ー
誕
生
」

　
人
気
の
ポ
ッ
プ
ス
・
演
歌
な
ど

　
「
ラ
ブ
と
ポ
ッ
プ
」　
Ｄ
Ｊ
和

　
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ　
Ｖ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
野　
源

　
「
三
山
ひ
ろ
し
全
曲
集
」

　
「
シ
ン
グ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　
　
　
　
　
　
福
田　
こ
う
へ
い

　
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
」

　
「
浪
曲
さ
わ
り
集
」

　
「
東
京
五
輪
音
頭
」　

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
は

　

  

０
歳
か
ら
作
れ
ま
す
！

▼
図
書
館
の
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を

　
借
り
る
と
き
は
、
図
書
館
利
用

　
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確

　
認
で
き
る
身
分
証
（
保
険
証
な

　
ど
）
を
お
持
ち
に
な
り
ご
来
館

　
く
だ
さ
い
。

図書館つうしん問 中央図書館　℡ 24‒1507

【５月の休館日】 １日水・２日木・６日月・７日火・８日水・13 日月・20 日月・27 日月・30 日木

中央図書館　
こども図書館 本の森

≪おはなし玉手箱≫
・４日土午前 10 時 30 分～
≪ひよこのおはなしかい≫
・９日木午前 10 時 30 分～
≪おはなし会≫
・18 日土午前 10 時 30 分～

中央公民館
≪おはなしフレンズ≫
・11 日土午後 2 時 30 分～
--------------------------------
※申し込みは不要です。すべ
て 30 分程度で、赤ちゃん連
れでも大丈夫です。安心して
お越しください。

５月の楽しいおはなし会 ◀第２木曜日のひ
よこのおはなしか
いを行う「なかよ
し」さん。4 か月
児健診時に絵本の
読み聞かせを行う

「ブックスタート」
で も 活 躍 中。 赤
ちゃん向けの絵本
をたくさんご紹介
されていますよ～

▲藤田加奈子氏

広報いしおか５月１日号　№３２６　　１８　　　　　　　

本と出会おう！本を楽しもう！
４月 23 日から５月 12 日は「こどもの読書週間」
▶こどもたちにもっと本を！との願いから、1959 年（昭和
　34 年）から「こどもの読書週間」がはじまりました。
　こども図書館本の森でも、読書週間におすすめする本を展
　示中です。ぜひこの機会に、新たな本と出会ってみません
　か？ 

図書館おすすめ！たのしい絵本

かえうた かえうた こいのぼり
　石井　聖岳（講談社）

替え歌を歌っているうちに、どんどん不
思議なこいのぼりが登場！
思わず自分も替え歌をつくりたくなっ
ちゃう！



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

石
岡
俚
謡
会府　

中　
稲
田　
す
み

幼
稚
園
児
が　
明
る
い
声
で

　
口
を
揃
え
て　
春
の
歌

南　
台　
香
倶
耶
姫

紫
煙
く
ゆ
ら
す　
そ
の
横
顔
が

　
好
き
と
思
え
た　
遠
い
夜

国　
府　
坂
下　
蜻
蛉

産
地
直
送　
野
菜
の
箱
に

　
添
え
て
届
い
た　
桃
の
枝

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

府　
中　
土
井　
湧
輔

廃
校
の
語
り
部
と
な
る
桜
か
な

東
光
台　
野
村　
洋
子

鶯
と
吾
が
口
笛
と
交
信
す

石　
岡　
前
川　
豊
美

出
た
が
り
の
血
が
騒
ぐ
ら
し
春
嵐

東
光
台　
森　
ま
さ
え

息
か
け
て
明
日
の
春
空
磨
き
を
り

旭　
台　
綿
引　
さ
か
え

も
の
言
わ
ぬ
写
真
た
の
し
も
彼
岸

く
る

や
さ
と
俳
句
会

柴　
内　
羽
生　
俊　

何
も
か
も
夫
の
遺
品
や
梅
の
花

柿　
岡　
岡
村　
素
泡

杉
の
花
筑
波
七
沢
う
す
に
ご
り

瓦　
谷　
國
谷　
南
風

酒
蔵
の
長
き
板
塀
風
光
る

俳
句

石
岡
短
歌
同
好
会

府　
中　
山
口　
文
子

気
付
か
ず
に
段
差
に
ま
ろ
ぶ
我
が

許
に
少
年
馳
せ
き
て
怪
我
は
無
き

か
と

北
府
中　
大
村　
み
ち
ゑ

夕
ま
ぐ
れ
忙
し
く
立
て
る
春
障
子

大　
塚　
松
岡　
元
義

彼
岸
明
け
心
を
さ
ま
る
心
地
な
り

山　
崎　
荒
井　
幸
子

レ
ジ
を
打
つ
我
に
幼
子
笑
み
か
け

る
孫
無
き
身
に
も
日
々
の
幸
せ

山　
崎　
鈴
木　
君
江

一
陣
の
風
に
舞
い
た
る
杉
花
粉
黄

砂
の
ご
と
く
空
を
染
め
ゆ
く

文芸いしおか

南　
台　
海
老
澤　
明
子

わ
が
庭
に
水
仙
の
花
は
咲
き
た
る

や
帰
り
得
ぬ
ま
ま
二
月
が
終
る

井　
関　
木
間
塚　
具
子

住
む
人
の
居
ら
な
き
庭
に
今
年
ま

た
紅
梅
咲
き
て
小
鳥
も
集
う

上　
曽　
岡
野　
衛　

髭
を
そ
り
髪
と
と
の
え
て
初
歌
会

見
え
ぬ
重
圧
に
こ
こ
ろ
の
揺
ら
ぐ

八
郷
短
歌
会山　

崎　
鈴
木　
菫　

ま
だ
来
ぬ
に
み
や
げ
は
手
作
り
の

梅
干
し
が
欲
し
い
と
従
姉
は
さ
ら

り
と
言
え
り山　

崎　
西
口　
は
ま
子

咲
き
極
む
桜
の
花
と
モ
ア
イ
像
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
過
ぎ
る

鹿
の
子　
田
村　
こ
ま
く
さ

桃
の
咲
い
て
る　
畑
に
み
と
れ

　
夏
の
収
穫　
待
ち
遠
し

東
大
橋　
醍
醐　
正
夫

白
い
お
に
ぎ
り　
三
角
山
に

　
海
苔
の
紫　
ほ
っ
か
ほ
か

山　
崎　
若
色　
茂  

春
田
一
面　
レ
ン
ゲ
を
摘
ん
で

　
作
る
母
娘
の　
花
飾
り

総　
社　
暁　
夢
華

母
の
磯
節　
元
気
な
声
で

　
寒
さ
飛
ば
し
て　
波
に
散
る

石
岡　
関
口　
貞
夫

街
を
歩
け
ば　
絹
糸
ほ
ど
の

　
傘
は
い
ら
な
い　
春
の
雨

細　
谷　
高
橋　
真
希

鳥
が
起
こ
し
た　
波
す
じ
一
つ

　
冬
の
日
の
出
が　
照
ら
す
朝

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文化協会だより
　石岡棋友会が創設されて 59 年、会員皆
将棋の技術向上に努めております。
　将棋は頭脳戦のため、ルールさえ覚えれ
ば子どもから大人まで誰でも楽しめます。
　将棋を指すことで、集中力・判断力・決
断力・忍耐力・洞察力の養成など様々な力
が身に付きます。
　本会では、国府地区公民館で週に 2 回（水
曜日と土曜日）、将棋を指しています。
　また、毎年秋に市民会館で行われる石岡
市文化祭で将棋大会を開催しています（別
途参加費が必要）。

　どなたでも大歓迎ですので、お気軽にお
問い合わせください。
会員／ 19 人
年会費／大人 3,000 円　子ども 2,000 円
問日本将棋連盟石岡棋友会支部
　℡ 080-3215-7003（宮本 良之）

第 9 回
日本将棋連盟石岡棋友会支部

　　　　　　　１９　　広報いしおか５月１日号　№３２６



　伐採、製材から、
住宅の設計・施工
までを手掛け、平
成 30 年度林業経
営コンクールの茨
城県知事賞を受賞
した上林製材所
（辻地内）の協力
のもと、地元木材を仕入れ、プロジェクト担当の
大重が設計・試作を行いました。
　実際に製作を依頼したのは、市内にある障がい
者就労支援施設の SBワークス石岡で働いている
皆さんです。
　完成したサイクルラックは、市内の観光施設や
公共施設などに設置されています。

問政策企画課（本庁）　℡ 23‒7277

わが家のアイドル

関口葵
あおい

ちゃん（2 歳
9か月）・樹

いつき

ちゃん（3
か月）
（根小屋）
弟が大好きなお姉
ちゃん。そのまま優
しく育ってね！いつ
も面倒見てくれてあ
りがとう！

廣瀬立
り つ き

季ちゃん
（1か月）
（柿岡）

わが家に新しい家族
が増えました♡
四季を感じながらす
くすくと石岡市で育
ちます。

■市内在住の未就学児のお子さんの写真を広報紙に掲載しませんか？
　詳しくはお問い合わせください。　問秘書広聴課　℡ 23‒7215

令和元（2019）年5月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　℡ 0299-23-7275　〒315-8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1
ホームページアドレスhttps://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールkouhou@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　　 
　　環境にやさしい植物油インキを使用しています。

大重雄
ゆうき
暉（27歳・東京出身）

代表プロジェクト
「もりづくり・ものづくり」
森の間伐を行い、伐りだ
した木を用いたものづく
り、間伐後の森の場づく
りを行う計画です。

石岡市地域おこし協力隊　隊員紹介

井上岳
がく
（28 歳・東京出身）

代表プロジェクト
「シェア工房 BONCHI」
「Made from at Ishioka」
地域資源を活用した商品
開発や、ものづくりがで
きるシェア工房づくりを
目指しています。

瀧田暁
あ き
月（29歳・福島出身）

代表プロジェクト
「茅葺きプロジェクト」
シマガヤの栽培やヤマガ
ヤ活用を考えていきま
す。

田中楓
かえで
（25 歳・東京出身）

代表プロジェクト
「カンバンケンチク
　　　　 プロジェクト」
看板建築などをモチーフ
にスタンプ化して、オリ
ジナルトートバックを作
るワークショップなど。

現在 4名で活動しています。協力隊の活動を
ご紹介します。

 木製サイクルラックを
　　　　　　　製作しました

「もりづくり・ものづくりプロジェクト」

地域おこし協力隊活動報告

◀そのほかの活動内容など、
石岡市地域おこし協力隊の
facebook ページでも発信中

　3月 3日に、石岡地区の中心市街地の旧あさ川
店舗跡で活動報告会を行い 82 人の皆さんにご来
場いだきました。
　今回はその報告会でお話しした中から、プロ
ジェクトの一つをご紹介します。

年齢・月齢は写真撮影時のもの
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